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環境循環型社会を支えるための特許創出を
支援するデータベースの概要と検索例

ISO

スマートマテリアル研究室

自然科学系 教授

山内  健  YAMAUCHI Takeshi http://www.eng.
niigata-u.ac.jp/
~yamauchi/

持続可能な社会を支えるための特許創出を支援するデータベース 
～現存の特許をSDGsを実現するための工学技術にアップデートする方法～

●キーワード● バイオミメティックス、国際標準化機構（ＩＳＯ）、革新的問題解決法（ＴＲＩＺ）、データベース構築

　持続可能な社会の構築には自然調和、低環境負荷、バ
イオマス利用などを考慮する必要があり、低エネルギー
で有効に機能する材料の創製が不可欠です。自然の仕組
みに学んで、ものづくりをすることができれば、高効率・
高性能な生物機能を取り入れた製品の設計・開発が期待
できます。我々が開発したデータベースは、材料設計の
アイデア創出法として知られるTRIZ（トゥリーズ）に着
目しており、効果的に生物機能を材料工学に移転するこ
とができます。これまでの工学的なアプローチに150万
種以上も存在するといわれる生物の仕組みを取り入れ
て、問題解決のヒントとして提案できるようになってい
ます。ISOの規格に対応できる仕組みも備えています。
　このデータベースの特徴は、どの分野のユーザーでも、
自分の知識を活用しながら。思いがけない生物の仕組み
と遭遇することで、新たなアイデアを発想できる点です。
そのため、下記のようなケースにおいて、問題解決の支援
と新しい特許を創出するためのお手伝いができます。
①工学的な技術矛盾（ジレンマ）に陥っている方
②新事業を始めたが、自社技術の活用法が分からない方
③国や県の個別プロジェクトにおいて、持続可能な社会
に求められる技術要素を知りたい方

トコトンやさしいバイオミメティックスの本、“生物から技術矛盾解決のヒントを探る
「バイオＴＲＩＺって何？」” 111-112 
生物の問題解決法を活用したソフトアクチュエータの開発, 実用化に向けたソフトアクチュエータの開発と
応用・制御技術，232-238　シーエムシー出版(2017)

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　工学的な悩みを生き物に相談して、モノづくりに
「ものがたり」をダウンロードできます。
　国際標準化機構ISOが承認するバイオミメティッ
クス製品の開発ができます。

・持続可能な社会を実現するための技術要素を探し
ている産業界
・新しい街づくりやライフスタイルを模索している
自治体等

関連する知的財産
論文 等

専門分野 高分子材料科学、バイオミメティックス（生物模倣工学）
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実問題の厳しい要求仕様

解の制約が大きい

計算時間がかかる

多くの設計変数
解の制約が大きい

計算時間がかかる

多くの設計変数

進化計算の最適化探索．複数の探索解（小さな円点）のfitness（評価値）を
基に，最適化アルゴリズムに基づいて徐々に最適性能の設計解を探索．

計算知能研究室
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計算知能技術による複雑な実問題の最適設計

●キーワード● 最適化、進化計算、計算知能、設計、ファジィ推論

　生物進化や自然の仕組みにヒントを得た最適化技術
「進化計算」は、新幹線N-700系型車両形状、JAXAのロ
ケットの飛行計画、三菱スペースジェットの尾翼設計、
マツダの複数車両設計など、多くの実用問題の最適化設
計に用いられています。設計対象の性能をより良くする
ことはすべて最適化であるので、最適化設計技術が利用
できる実世界の問題は、食品製造、醸造管理、金属加工・
機械工業、繊維産業、美的デザイン、音や画像の信号処
理、など多岐に亘ります。
　実問題には複雑な特性が多く伴っていることがあり
ます。計算コストが高い場合、制約条件が厳しい場合、設
計変数が多い場合、技能者や専門家の経験・知識・勘まで
もが必要な場合、などです。例えば、マツダの複数車両設
計の公開問題では、100万個の乱数解のうち制約充足解
はわずか28個であったとか、わずか1個の解候補の制約
充足を調べるシミュレーションコストが30万円、など
と言われています．
　我々の研究室では、このような厳しい実問題の要求仕
様にも実用的に耐えうる最適化設計技術をこれまで開
発してきており、これらの技術の一層の性能向上と実応
用を目指しています。

J. Yu, et al., "Accelerating Evolutionary Computation Using Estimated Convergence Points," 
pp.1438-1444 (2016).
J. Yu and  H. Takagi, " Vegetation Evolution for Numerical Optimization ," pp.49-54 (2018).
J. Yu and H. Takagi, "Performance Analysis of Vegetation Evolution," pp. 2214-2219 (2019).

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　最適化は製造業、情報通信、食やバイオなど、多く
の分野で利用可能な汎用性のある技術です。感性に
基づく最適化設計もこの技術で可能です。

・食品製造、醸造管理、金属加工・機械工業、繊維産業
など、最適化が必要な多岐にわたる業種

関連する知的財産
論文 等

専門分野 知能情報、計算知能、ソフトコンピューティング

※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp 8-58-4


